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【背景】

　当院外来化学療法室（以下、点滴センター）で

は、第一報での課題から過敏症など患者急変（以

下、急変）時対応の改善に取り組んだ。また、平成

28年度に2件の急変を経験し、実際の急変時対応

を振り返り、評価した。

【目的】

　点滴センターにおける現状と課題をチームで

共有し、急変時のシステム改善に向け検討する。

【方法】

①　滴センター運営委員会（以下、委員会）で問

題提起し、連絡体制の標準化を検討する。

②　緊急時シミュレーションを実施、評価する。

③　BLS講習受講を推進する。

④　実際の急変場面の評価、緊急時シミュレー

ションの課題を運営マニュアルに反映す

る。

【結果】

　連絡体制の標準化については、担当医が手術、

検査、出張、IC等で連絡困難となる場合の連絡先

を明確にするよう徹底するとともに17時15分以

降の連絡先は各診療科当直医とすることを委員

会で決定し、運用マニュアルに明文化し電子カ

ルテに搭載した。同時に、業務リーダー看護師は

副作用出現時の対処を考慮し、17時15分には投

与が終了するように担当医、外来看護師と調整

すること、治療時間が延長する場合、担当医の在

院を確認の上、治療指示を受けることとした。

　緊急時シミュレーションでは、各職種の役割、

応援要請、フィジカルアセスメント、報告の視点

で評価したところ、コミュニケーション、適切な

アセスメントが課題となった。さらに、アシスタ

ントや受付クラークが他の患者への説明やスト

レッチャーの準備、薬剤師はAEDの持参、外来看

護師への協力要請するよう手順を見直した。実

際の急変場面は2件とも抗腫瘍薬等に起因しな

い急変だったが、急変発見後の対応は迅速に行

えた。看護師、薬剤師は良好にコミュニケーショ

ンを取り、薬剤師、アシスタントも決められた役

割に応じて行動できていた。一方、急変の原因や

その後の変化を予測した看護師のアセスメント

は不十分であった。また、専従看護師、薬剤師の

全員が1年間かけてBLS講習を受講した。

【まとめ】

　各診療科、外来と連携した運用マニュアルの

整備は、チームでの安全な投与管理につながっ

た。また、BLS講習の受講、緊急時シミュレーショ

ンで役割を明確化したことで、実際の急変場面

の迅速な対応が行えたと考える。抗腫瘍薬等に

起因しない急変でも的確にアセスメントし、対

応するために、今後も継続したトレーニングが

必要である。
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